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温室効果ガス排出削減等指針に沿った取組のすすめ ～ばい煙発生施設版（概要版）～

◼ 我が国では、2020年10月に政府が2050年カーボンニュートラル（以下、CN）を宣言しており、 2021年5月

には「地球温暖化対策の推進に関する法律（以下、「温対法」）」を一部改正する法律が成立し、2050年

までのCN実現が基本理念として法律上も明記されました。

◼ また、2023年には、温対法に基づき、事業者に対して排出削減のための努力義務を課す「温室効果ガス排出

削減等指針」（以下、「指針」）が改正され、事業活動に伴う排出の削減等に向けて事業者に求められる基

本的な姿勢や、具体的に実施すべき取組（設備の選択・使用方法等）に係る新たな内容を定めています。

◼ 大気汚染防止法等により規定されている「ばい煙発生施設」では、既に大気汚染防止の観点からの対策は多

くの事業者で実施されているものの、その多くが化石燃料を使用する燃焼設備であるため、今後は大気汚染防

止だけでなく、脱炭素化の観点も含めて双方に資する対策を実施していくことが求められています。

◼ 大気環境行政的な観点からも、今後進めるべき方策の一つとして「2050年カーボンニュートラル実現と大気

環境改善の両立及び相乗効果の発揮」が掲げられています（中央環境審議会 大気・騒音振動部会資料より）。

本ガイドブックの作成の背景と目的

本ガイドブックは、こうした背景を踏まえて、ばい煙発生施設を設置している事業者、及びに指導・監督する

立場の地方公共団体の皆様を対象として、指針の内容に沿って大気汚染防止、脱炭素化の双方に資する

具体的な取組を推進する上で、参考となる手引きとなることを目的に作成したものです。
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温室効果ガス排出削減等指針に沿った取組のすすめ ～ばい煙発生施設版（概要版）～

◼ 指針とは、温対法に基づき、事業者が努力義務として排出削減のために講ずべき具体措置を定めた告示です。

◼ 指針の内容は、その基礎情報として、排出削減のための具体対策等を網羅的に整理した「ファクトリスト」を基に

定められています。本ガイドブックは、この「ファクトリスト」の内容を事業者にとってより分かりやすい形で整理・

解説し、事業者による指針に沿った取組を後押しするための手引きとして策定したものです。

【参考】指針とは

指針、ファクトリスト、ガイドブックの関係

具体的

概念的

指針

ガイドブック

ファクトリスト

温対法が事業者の努力義務として定める、以下の2つに関して具体的に講ずべき

措置を示した告示であり、ファクトリストの内容を一般化して制定したもの。

① 事業活動に伴う温室効果ガスの排出削減等

② 日常生活における排出削減への寄与

指針で規定すべき内容に係る基礎情報として、以下を一覧表形式で整理したもの。

⚫ 事業者に求められる「基本姿勢」

⚫ 事業者が取り組むべき「具体対策」（設備導入対策、運用改善対策等）

⚫ 上記の対策のうち、一部の設備導入対策に係る性能水準・コスト水準情報

指針に沿った取組を事業者に促すガイドブックとして、以下の情報を整理したもの。

⚫ 取組の意義・メリット、取組の進め方・ポイント（※ファクトリストの「基本姿勢」の解説）

⚫ 代表的な対策メニューとその具体事例（※ファクトリストの「具体対策」の紹介）

⚫ 取組を進める上にあたって参考となる関連制度・情報

次年度以降の
指針の更なる
見直しに活用 指針で規定すべき内容に係る基礎情報として、以下を一覧表形式で整理したもの。

⚫ 事業者に求められる「基本姿勢」

⚫ 事業者が取り組むべき「具体対策」
（事業所における設備導入対策/運用改善対策、消費者に提供すべき商品・サービス等）

⚫ 上記の対策のうち、一部の設備導入対策に係る性能水準・コスト水準情報
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温室効果ガス排出削減等指針に沿った取組のすすめ ～ばい煙発生施設版（概要版）～

◼ 本ガイドブックでは、ばい煙発生施設を保有する事業者の皆様が、大気汚染防止、脱炭素化の双方に資する具体的

な取組を進めるにあたり、参考となる情報やガイダンス等を整理しておりますので、関心のある箇所から読んで下さい。

取組の意義・メリット1

⚫ ばい煙発生施設が大気汚染防止だけ

でなくカーボンニュートラルに資する対策

を進める様々なメリットについて、事業

者と地方公共団体の２つの観点から

解説。

本ガイドブックの構成

取組の進め方・ポイント2

⚫ ばい煙発生施設における大気汚染防

止対策の手法の中には、エネルギー消

費・GHG排出削減に繋がらないものも

あるため、両者に効果的な設備自体の

転換等の手法を提案。

対策事例3

⚫ 設備自体の更新例の一部について、対

策概要、原理・仕組み、効率水準、コ

スト水準、導入効果の試算事例等を

整理。

関連制度・参考情報4

⚫ ばい煙発生施設を保有する事業者が

排出削減に向けた取組を進める上で

参考となる文献・ウェブサイトについて紹

介。
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温室効果ガス排出削減等指針に沿った取組のすすめ ～ばい煙発生施設版（概要版）～

◼ 「3. 対策事例」では、「2. 取組の進め方・ポイント」で紹介する対策のうち一部について、対策概要、原理・仕

組み、効率・コスト水準、導入効果を整理しています。

対策概要 当該対策の概要・ポイントを冒頭に掲載。

原理・
仕組み

当該対策が排出削減に繋がる原理・仕組みについて、

解説。

導入効果
当該対策によるエネルギー消費量、CO2排出量、エネ

ルギーコストの削減効果の試算事例を条件と共に掲載。

効率・
コスト水準

設備導入対策については、該当する設備の現状の効率

水準、導入コスト水準を掲載。

本ガイドブックのコンテンツ例：3. 対策事例




